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もりもり自然探検・大発見
かすがい里山自然楽校

〈講座全体の概要〉(300字程度)
自然の中で楽しく学び、学習できる、そんな公園を作るため次のような活動をしています。 ①里山
を愛する地域住民の憩いの場、➁遊びながら学べる体験の場、③公園のような緑豊かな憩いの場、
④里山をイメージした自然体験の場、⑤希少種の生息地域の保全。※「遊びと楽しみ」を通じて環
境への意識の醸成をめざし、里山の整備保全活動や自然体験の活動を通して自然環境を理解する情
緒豊かな人材育成を目指しています。公園整備と共に幼児から高齢者まで幅広い年齢層に支持され
る活動を続けています。講座では自然観察を必須として地内を案内し整備の現状を紹介するととも
に、楽しみながら学べるワークショップを取り入れています。近隣の名古屋市からの応募者が大半
を占め、地域の枠を超えたふれあいの輪が広まっています。

〈 企画・運営者の声 (感想) 〉(350字程度)

10月22日・シジューカラの巣箱つくり。カ
ナズチもノコギリも終わりまで手つくりで
す。

11月26日・初めて取り入れたプロジェクト
ワイルド、生き物連鎖を学んだあと、ゲーム
で体験しました

〈 受講者の声(実感した反応及びｱﾝｹｰﾄより) 〉(3～5点、計350字程度)
竹の細工が楽しい。野外なのに参加者全員にテーブルを用意してあった。コロナ対策がしっかり共
有されていると感じた。滑り止めの軍手のサービスにはびっくりした。家族単位で説明がなされよ
くわかった。また来たい。何時も自然観察が入っていて公園の様子がよくわかる。

写真を添付してください
写真２

※写真１の説明 ※写真２の説明

コロナ対策のため家族間の触れ合いがあまりなく、ちょっと寂しく感じた。名古屋市千種区や瑞穂
区などから参加しているらしい、ありがたい。自然観察を必ず取り入れているのはいいことだと思
う。初めてのプログラムに挑戦することは大切だ。毎回、子供達が楽しそうでこちらも嬉しい。
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